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まほろん 令和 3年度第 5回文化講演会「縄文時代講座３」 

「複式炉を考える」 
令和 3年 10 月 23 日 福島県文化財センター白河館 

元福島県文化財センター白河館 学芸員 森 幸彦 

１ 複式炉とは？ 

・複式炉の命名 

  後藤守一と梅宮茂 ※福島市（旧飯野町）白山遺跡（1957 年調査 1960 年発表） 

 

２ 複式炉の特徴 

  ・構造 土器埋設部+石組部+前庭部 

  ・時期 大木９式～10 式の限定期 発生と消滅 

  ・分布 北＝岩手・秋田、西＝富山、南＝埼玉 

  ・国指定史跡 宮畑遺跡、浦尻貝塚、和台遺跡 

 

３ 複式炉文化 

  ・住居：福島県内 1,000 棟以上 企画性 

・集落：200 遺跡以上 

  ・中心：文化の中心は福島県 安達太良？ 

・エネルギーの転換：土器から石へ 

  ・土器：注口土器の出現  

  ・石器：縦長剥片 

  ・他の遺物：人体文土器、狩猟文土器、 

        土偶、石棒 

４ 複式炉の機能 

  ・出現、消滅の論理的証明 

  ・調理法説、祭祀説 

 

５ 「原始炉」の研究 

 

 

 森 幸 彦 （もりゆきひこ）  

 昭和 33年生まれ。63才。県立原町高校、明治大学文学部史学地理学科（考古学専攻）卒業。昭和 58 年県教育庁文化課に学芸員として採用、３

年の博物館設立準備を経て、昭和 61 年、県立博物館設立時から学芸員として勤務。平成 10 年、福島県文化財センター設立準備のため県庁文化

課に異動。福島県文化財センター白河館「まほろん」を立ち上げ４年勤務し、平成 17 年より県立博物館に再び異動、平成 30 年 3 月退職。同年 4

月から大熊町教育委員会学芸員として勤務。他方、南相馬市鹿島区鎮座「伊勢大御神（いせおおみかみ）」宮司。延喜式内御刀神社、山田神社ほ

か数社の宮司。専門は縄文文化研究。 
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第1図 

第 2図 
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第3図 

第 4図 

第 6図 

第 5図 



4 

 

 

 

第7図 

第 8図 

第 9図 福島県内の複式炉を持つ集落の分布 
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第 11 図 

第 10 図 

第12図 

第 13 図 
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第 14 図 
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第15図 
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第16図 

第 18図 

第 17図 
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第19図 

第 20図 
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第 21 図  土偶の背中 

第 22図 
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第27図 

第 25 図 青森県韮窪遺跡の狩猟文土器 

第 24図 

第 23図 

第 26 図 岩手県馬立Ⅱ遺跡の狩猟文土器 

第 28 図  福島市和台遺跡の人体文土器 
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原子炉（現代） 

第 29 図 原始炉の研究 

第 30 図 南相馬市東町遺跡 

福島県立博物館『企画展図録 発掘ふくしま４』（2017 年）の表紙 

第 31 図 まほろん 竪穴住居幻影 


